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⼤まかな流れ
1. SZZアルゴリズムで修正リビジョンと修正を
引き起こす変更が⾏われたリビジョンの特定

2. 修正を引き起こす変更が⾏われたリビジョン
でクローン検出

3. 2で検出したクローンが修正リビジョンで修
正されているものを特定

2



STEP1

•主要会議のクローン分析の論⽂で使われている
プロジェクトのリポジトリを収集

• Repo Toolsを参考にバグデータや修正リビジョ
ン，修正を引き起こす変更が⾏われたリビジョ
ンの収集
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STEP2

• NiCad[1]でクローンを検出

•タイプ3までのクローンを検出

•出⼒形式などの調整をする

[1]C. K. Roy and J. R. Cordy, "NICAD: Accurate Detection of Near-Miss Intentional Clones Using Flexible Pretty-Printing and Code 
Normalization," 2008 16th IEEE International Conference on Program Comprehension, Amsterdam, 2008, pp. 172-181.
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STEP3

•修正を引き起こす変更が⾏われたリビジョンで
検出したクローンが修正リビジョンのどの位置
にあるのかを調べるためにCRD[2]を使う必要が
あるかもしれない

•クローンの内部で修正があったものを修正ク
ローンとして抽出する
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[2]Ekwa Duala-Ekoko and Martin P. Robillard. 2010. Clone region descriptors: Representing and tracking 
duplication in source code. ACM Trans. Softw. Eng. Methodol. 20, 1, Article 3 (July 2010), 31 pages.


